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論 文 の 要 旨 
 本論文は、人文学の領域において新たな研究のあり方を多様に開拓した 20 世紀フランスの批評家ロラン・
バルト（Roland Barthes, 1915-1980）の諸著作について、「提喩」synecdoque という修辞技法の型を鍵とし
て分析をおこなうことによって、バルトの活動を総合的に捉え直し、この型を通じて彼がいかに意味作用の探
究を深め、テクスト実践として発展させたのかを明らかにするものである。 
 全体は、序章、本文 5 章および結章から構成される。 
 序章ではまず、「提喩」という修辞技法について、本論文では「類」と「種」の関係にもとづく転義法と定
義することを、先行の修辞理論に依拠しながら明示する。また、バルトがこれまでの研究で長らく、1960 年
代までの「前期」バルトと、1970 年代に入ってからの「後期」バルトに二分されて論じられてきたことを批
判的に確認する。近年ではこの見方に対する修正がなされつつあるものの、バルトの活動を、記号論的な関心
を強く持っていた理論家としての前期と、より自由な活動を展開した「作家」性の高い晩年の時期とに区分す
る見方は根強い。そこで本論文の目的として、意味作用に対する関心という記号論的な探究が初期から晩年に
わたるバルトの多岐にわたる研究実践を貫くものであることの論証を掲げる。さらに本論文の最も重要な課題
が、提喩という型をバルトが独自の仕方で発展させて意味作用の創造性や「運動性」を示そうとしていたこと
を、著作の丹念な分析を通じて明らかにする点にあると述べる。 
第 1 章「提喩的意味作用としての「コノテーション」」では、本論文の議論の基礎固めとして、字義通りの
意味を超えた意味作用の典型である「コノテーション」をバルトがどのように理解していたかを検討する。多
くの場合、副次的あるいは比喩的な意味を指すとされる「コノテーション」という意味作用のあり方にバルト
は関心を強く向けたが、むしろ意味作用の仕方にみずから言及するような言葉のあり方にバルトが着目してい
たことを明らかにする。すなわち、ある意味から別の意味が生じる現象について、バルトが、「種」として位
置づけられるより具体的な意味とそれをカテゴライズすることで成り立つ高次の「類」の次元の意味とが同時
に出現する現象、言い換えれば「類」と「種」の間の往復運動だと捉えていたことを、同時代の理論家ジェラ
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ール・ジュネットの議論も参照しながら検証する。 
第 2 章「提喩的意味作用と「混合」の実践」では、バルトの名を一躍有名にした『現代社会の神話』（1957
年）での文化分析を、社会の諸現象を「種」として位置づけ、そこから「類」としてのカテゴリー的な意味づ
けを発見していく活動であると捉える。その上でこの著作が、雑多な「種」が一つの「類」としてまとめられ
る意味作用の特異な働き（「混合」）に着目し、またそれを利用した研究実践であることを指摘する。さらに
1960 年代の諸論文から最晩年の著作『明るい部屋』（1980 年）までの写真論においてバルトが、相反する抽
象概念（「現実性」と「非現実性」）を結び合わせた「現実的な非現実性」を議論していたこと、すなわちカテ
ゴリー的な意味作用どうしの「混合」への関心を持ち続けていたことを明らかにする。 
第 3 章「提喩的意味作用と「体系」の問題」は、バルトがファッション雑誌の言葉づかいを分析し体系的な
整理もおこなった『モードの体系』（1967 年）を対象として、この著作が単に静的で整合的な用語分類や表現
分析をおこなった著作ではなく、バルトが「体系」というものを論理的で構造的なものであると同時に動的な
ものとして示そうとした研究であることを、バルトの造語「ル・システマティック」（体系の動的性質を指す
ための表現）に注目して論証する。また、数々のファッション解説の表現の分析例においても、それらの中に
どのようなカテゴリーが暗黙のうちに設定され、さまざまなカテゴリーがどのような関係にあるのかという、
「種」の認定や「種」と「類」の間のきわめて複雑で可動的な関係性にバルトが関心を向けていたことを詳細
に論じる。さらにファッション言説をめぐるバルトの研究作業そのものが、（ファッションが依拠している）
硬直しがちな「体系」を運動性（「ル・システマティック」）と共存するものとして出現させるという「創造的」
な試みであると主張する。 
第 4 章「提喩的意味作用と「構造化」の問題」では、バルトがバルザックの中編小説の読解を通じて読みの
行為そのものを理論的に解き明かそうとした『S／Z』（1970 年）を取り上げる。第 3 章で指摘した「体系」
と「ル・システマティック」（｢体系化｣と訳してもよい）の対比と相似的に、この著作では、「構造」と対比さ
れるものとして「構造化」という概念が提起されていることを、まず指摘する。さらに、テクストそのものが
内包する「構造化」の機能とともに、テクストの分析者による「構造化」、すなわち分析者がテクストを元に
して新たな意味領域（意味グループ）を作り出していくことによる創造的な分類活動にバルトが関心を向け、
それをみずからの著作活動で実践的に示していたことを明らかにする。 
第 5 章「提喩的意味作用の水平的運動性」では、バルトの晩年の著作の一つである『恋愛のディスクール・
断章』（1977 年）をその元となったセミナーのノートを参照しながら議論する。恋愛をめぐるさまざまな時代
と地域の言説を援用しつつ自在に論述を展開するこの著作において、その一つ一つの断章は、人間が作りあげ
てきた大きな「恋愛のディスクール」を構成する諸「フィギュール」（意味作用の単位・型）としてテーマ的
な題名が付され、断章名のアルファベット順に配列されている。この断章群の中には「種」と位置づけられる
ものとそれらを概括する高次カテゴリーとして「類」と位置づけられるものとがあるが、それらがあえて並置
されていることに着目し、「種」と「類」すなわち提喩的な意味作用の関係を、通常の垂直的な関係から水平
方向に往復できる関係としてバルトが示そうとしていたことを論じる。ここから後期のバルトが意味作用の
「縦横無尽な運動性」を理論化し著作を通じて実践していたと結論する。 
結章ではこれまでの作業をふり返り、バルトの記号論的関心が硬直した理論の次元にとどまるものではなく、
意味作用分析の射程を多方面において拡張して、多様な冒険的な研究著作を生み出す軸となってきたことを確
認する。その核心はカテゴリー間の関係である提喩的な意味作用であり、本論文がこの観点からバルトの一貫
した関心を浮かび上がらせ、これまで研究されてこなかった、バルトが提起し活用したさまざまな提喩的関係
性のタイプを明示できたことを成果として主張する。 
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審 査 の 要 旨 
１ 批評 
本論文は斬新で多彩な研究活動を通じて 20 世紀の人文学を新たな次元へと発展させたロラン・バルトの
研究活動の一つの重要な関心軸を「提喩的意味作用」であると措定し、緻密なテクスト分析によってこれを
論証した意欲的な研究である。 
「提喩」という修辞形象は、20 世紀修辞理論の中で「隠喩」「換喩」とならぶ三大技法と位置づけられる
こともあったが、その応用可能性について踏み込んだ探究はこれまでなされてこなかった。本論文は、「類」
と「種」の間のカテゴリー間の関係として捉えた「提喩」が、意味作用というものを考えるときにどれほど
重要な認識の型として有効であるかを、ロラン・バルトの諸テクストを通して具体的に明らかにした、発見
に富む研究である。 
写真に写されたある像、たとえば国旗を見上げて敬礼していると思われる黒人兵士の姿から、「フランス
帝国性」を読みとることは不自然でないばかりか、こうした意味を受け取らなければこの写真を理解したこ
とにはならない。こういったカテゴリー的なすなわち提喩的な意味作用への関心が、理論的と言われるバル
ト前期の著作だけでなく、最初期の文化現象の闊達な分析から晩年の自由な筆致の諸著作までを貫く、一つ
の揺るがぬ流れとして存在したことが明示された点を、この論文の大きな成果としてまず指摘しなくてはな
らない。著者が批判するように、これまでバルトは前期と後期、あるいは理論的・記号論的著作とその他の
文化分析や主観を交えた創作性の強い諸著作とが別個に論じられる傾向が強かった。それに対して、本論文
が明確な論点を通じてバルトの一貫した関心を論証できたことの意義は大きい。 
この作業を、バルトの諸著作の精緻な読み込みによって展開した本論文は、これまで読み過ごされてきた
バルトの文章や言葉遣いに光を当てて意味を解明し、そこに隠されていた野心的な議論を浮かび上がらせる
ことに数多くの箇所で成功している。本論文が抽出し議論した、非均質的なあるいは矛盾する諸概念を不思
議にも一つの高次のカテゴリーに結び合わせてしまう「混合」という意味作用の現象や、分類や体系が整合
的な構築物であると同時に他方ではそれをたえず突き崩す自由な創造性を内包しまた喚起するものである
ことを言うための「ル・システマティック」や「構造化」というバルト独自の概念、さらには意味の複雑な
変化に関するバルトの深い関心を示す独特の表現群（意味の「分散 pulvérisation」「粉塵 poussière」「欠如
carence」「行程 parcours」「放射 rayonnement」など多数）は、バルト研究のみならず意味論や文学理論
の分野においても今後の探究の礎となるものである。 
ただ、分析対象著作の拡張、議論の最終的な意味づけ、同時代文脈との対照など、本論文にもなお求めら
れる点がないわけではない。しかしながらこれらは著者の今後の研鑽に期待すべきものであり、本論文が成
し得た優れた功績はいささかも揺らぐことはない。 
 
２ 最終試験 
  平成 29 年 1 月 20 日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本
論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員一致
で合格と判定された。 
 
３ 結論 
  上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（文学）の学位を受けるに十分な資格を有 
 するものと認める。 
